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ている分析手法と、法科学分野では適用例がほとんどない X 線吸収微細構造 (XAFS：








立を行っている。従来から用いられている屈折率分析及び蛍光 X 線分析（XRF：X-Ray 













において識別可能だった。XAFS は Py-GC/MS より識別能力が劣るものの、非破壊であ
り、実際の鑑定では最初の選択肢とするのが合理的であると考えられた。新たなゴム
の異同識別鑑定手法としては、まず、非破壊分析である XAFS を行い、硫黄の X 線吸
収端構造（XANES：X-ray Absorption Near Edge Structure）から試料間で識別ができな




察している。XANES 分析から、飛灰中のカドミウムは主に CdCl2 が主要な形態である
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 工業製品である自動車窓ガラスについて屈折率分析、蛍光 X 線分析、XAFS を併用す
ることで、試料からメーカーを推定することが可能な手法を確立した。タイヤゴムにつ
いては、熱分解ガスクロマトグラフィー質量分析と XAFS を併用することで、試料間の
識別を可能とした。特に XAFS によってこれまでは困難であった非破壊でのゴムの異同
識別を可能とした。このことから従来では困難であった同種の工業製品間の識別も可能
となることが考えられる。  
非工業製品の廃棄物であるごみ焼却残渣や下水汚泥焼却灰処理物中の有害金属元素
の化学形態推定においては、XAFS と逐次抽出法を中心とした推定手法を検討してお
り、XAFS を適用することにより、破壊分析では得られない詳細な情報を得ることが可
能であることを明らかにするとともに、それぞれの手法の適用限界を明らかにしてい
る。また、熱力学平衡計算との組み合わせにより、より確度の高い化学形態推定が可能
であることを示した。  
 以上の結果は、実際上、複雑化している工業製品やそれらが廃棄された後の廃棄物に
起因する事件や事故を解決するために、X 線吸収微細構造分析を取り入れて、他の分析
手法と組み合わせて行う手法が十分有効であることを示すものであり、近年、複雑化す
る警察事案の解決と、物証による事案の立証に大きく貢献するものと判断される。また、
学術上においても工業製品の製造技術や環境汚染物質分析、環境修復技術、リスク評価
技術における波及効果が期待される。  
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成
２９年９月２７日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
